２０２２年度高齢部門事業報告　　　　　

地域密着型特別養護老人ホームきみどり
　　　　　　　　　　　　　　　
タイトル１　目標達成の評価

1， 開設5年目に向けての運営目標の評価

　　　　　　・入所の皆さんにとっての一番の「暮らしの場」になる。
　　　　　　　　　　「暮らしの場」としての取り組みとして、日常的に「自己決定」の積み重ねができることをテーマに1年間取り組んだ。
　　　　　　　　　　「出かけること」、「人と会う事」、「食べること」と、様々な場面で自己選択の場面を提供した。
「出かけること」に関しては毎月季節を感じる外出の機会を設け、希望によっては何回でも出かける機会の提供を行った。
　　　　　　　　　　「人と会う事」に関しては、年間を通して感染症対策を行たうえで、一切の面会制限、外出制限を行わず、その人の築いてきた人との関係性の保持、または拡大を図っていった。
　　　　　　　　　　「食べること」については「わくわくランチ」と称して、様々な食の場面を提供しその中で入所者自身が主体的に食べることに取り組んで貰えるようにした。その結果嚥下機能の向上も図れ、嚥下特別食の入所者がほぼ0に至った。

　　　　　　・ご家族にとって一番信頼できる施設になる。
家族との信頼関係を築くために、来設時や電話で必ず希望の聞き取りや小さな変化の報告を行った。それとは別に個別面談を行い、全家族ときみどりでの暮らしについて話合いを行った。

　　　　　　・働く仲間にとって一番の職場になる。
働くスタッフに対しては、しっかりと休むことを推奨し、有給休暇の取得率向上を図り2名を残し年間取得推奨日数をクリアしている。また、残業時間も最多残業時間10時間の1名を除いてほとんどの職員が時間内就労となっている。特別休暇については産休取得者3名
　　　　　　　　　　介護休暇取得者1名、その他の特別休暇（結婚）等取得ができている。
　　　　　　　　　　学びについても職員それぞれの学びの希望を受け施設負担での研修の場作りを行った。
資格取得については公的支援制度の利用支援やきみどり共済を利用した費用の貸付制度を作り支援している。

　　　　　　　　・地域にとって一番の「安心」になる。
地域とのかかわりについては依然として感染症対策として地域交流ができない状態が継続していた。2023年度に目標の持越しをする。

2， 加算等の取得による施設収入の増額を図る。

　　　　　　　　・夜間職員配置加算　　夜勤職員は通常1.5人の配置基準の所きみどりでは3人の夜勤者の配置を行っている。加算取得により人件費の増額はなく、職員の夜勤勤務負担の軽減と入所者への夜間の手厚い介護に繋がっている。
　　　　　　　・科学的介護導入による加算　　厚生労働省のデータベースの整備の遅れにより科学的介護の実践に至らない状態であるが、データ入力実施にかかる加算取得ができている。
　　　　　　　・専門性の高い職員の配置　　　介護福祉士　ケア職員の55％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他専門資格所有者　５名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  介護職員初任者研修、実務者研修又は
認知症基礎研修においては介護職全員
取得済み
　　３，借入金の早期返済
　　　　　　　　　今年度を持って開設時の短期借入金の全額返済を完了し、来年度から
　　　　　　　　　長期借入金の2027年度完済を実行していける準備をした。
　　　　　　　　　長期借入金に関しては前倒しでの返済が不可能である為、今年度の短期返済額同額の2000千円を27年度まで、その後は長期返済額の年間12000千円を加えた額を、修繕、立替えの積立てに充当することができるようになった。

タイトル2　年間計画の達成状況

1 感染症対策の状況
　　　　　　　　　　新型コロナ感染症の予防接種と季節性インフルエンザの予防接種は入所者、職員共特段の事情がない限り接種を行った。
入所者の心のケアを優先し、面会制限や外出制限はせず、免疫力を高めるアプローチを心がけ、結果として施設内での感染は発生しなかった。

2 職員が自ら学び合う環境をつくり、技術の向上を図った。
　　感染症・身体拘束防止・事故防止・認知症・防災・介護技術
　　　　　　　　　　６委員会の活動により内外研修や講師を招いての研修、避難訓練等を実施した。

3 入所者が目標や役割を持てる活動の実施
　　　　　　　　　　様々なクラブ活動や行事を通して目的を持った活動を実施した。
特に出来事の振り返りを重点を置き、写真の掲示やフォトムービーの制作をして入所の方が体験を何度も思い起こせる環境づくりを行った。

4 家族会の実施
感染症対策として全体会ではなく、個別の家族面談を全家族に実施した。その結果、前大会では出てこない細かい部分の個別内容の話し合いができ、成果として大変良かった。
2023年度の計画作成には家族から全体会と個別面談の両方の実施の希望が出ている。

5 毎年恒例の「きみどりの暮らし展」を施設内で実施した。
　　　　　　　　　　　「星の王子さま」をテーマに年間で取り組んだ結果、職員の感性を磨くという目標を達成することができた。
　　　　　　　　　　　家族からも、大変好評をいただき、2023年度の新たな計画につなげることができた。

タイトル３　社会資源としての役割の評価
　　　　　　　　
　　　　　　　地域交流事業や計画した保育園との交流はほとんど実行されなかった。
　　　　　　　しかし、厚木市の介護相談員制度等の受け入れは予定通り実施でき、風邪通しの良い施設を目指す活動は継続できた。

タイトル4　法令遵守に関して
　　　　　　
　　　　　　　神奈川県や厚木市への運営報告を行うとともに、自己点検を定期的に実施した。

タイトル５　苦情・相談報告について
　　　　　　令和４年度の苦情は３件　
　　　　　　　　　・家族が面会時に居室のエアコン設定温度が２０度になっていた。
　　　　　　　　　　外気が熱いからと言って高齢者なので配慮してほしい。（ご家族）
　　　　　　　　　　　　　すぐ室温２６度を保持するよう指示を出した。
　　　　　　　　　・夜間トイレに行きたくコールをしたが、リフトを使ってトイレに
　　　　　　　　　　行くのに時間がかかってしまい排便をしたくなくなってしまった。
　　　　　　　　　　直腸脱があって排便に気を受けているので理解してほしい。（ご本人）
　　　　　　　　　　　　　できるだけ迅速に対応するようにする。
　　　　　　　　　・居室に入ろうとする認知症の人がいて、不安になる（ご本人）
　　　　　　　　　　　　　入口の認識を持たないように扉の前に衝立を置いた。
　　　　　　　　　　　　　その後同様の事例は怒っていない。
　　　　　　令和４年相談２件
　　　　　　　　　・近隣にお住いの方から
　　　　　　　　　　介護保険を使ってサービスを受けたいと思うが、説明をうけひたが
難しくてよくわからない、地域包括センターにはいきたくない。
　　　ご本人の希望を聞きながら、介護保険の申請を手伝った。
　　　その後居宅介護支援事業とともに訪問看護の利用へつなげた。
　　　　　　　　　・近隣の方
　　　　　　　　　　1週間前に母が緊急入院して、今後の事が不安で仕方がない。
　　　　　　　　　　父と母と3人暮らしで自分は近くで学習塾を始めたばかりで大変な時期である。
　　　　　　　　　　　　　入院後容態がある程度の時期に病院のソーシャルワーカさん　　
　　　　　　　　　　　　　がお家の事情を聴きながら相談に乗ってくれることを説明し、
　　　　　　　　　　　　　その内容で心配があれば再度来訪してほしいと伝える。
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居宅介護支援事業所　きみどり

タイトル1　　事業所運営
　　　　　　　・５名のケアマネージャー体制で活動し、計画作成依頼に応えている。
　　　　　　　・地域包括支援センターとの連携により介護予防対象利用者の計画も受注　　　
　　　　　　　　し地域包括ケアの一役を担っている。
　　　　　　　・主任ケアマネージャー３名体制としてより質の高い計画立案を目指していった。
　　　　　　　・2024年度介護保険改正に備え、「ケアプランデータ連携システム」の導入に向けて準備を行った。
　　　　　　　
タイトル２　感染症対策
　　　　　　　訪問が基本であるが、感染予防のために1回の訪問時間の短縮と面談方法の工夫（電話や書類の受け渡しの方法検討）により感染症の予防につなげた。
　　　　　　　また、在宅ワークの導入により職員の集中を防ぎ、感染による業務の中断を防いだ。

タイトル3　地域連携
　　　　　　　・介護相談事業としてサービス利用前の対象者へのアドバイスや家族支援を行った。
　　　　　　　・各専門職との連携を図り、「地域で支える」を実践する中心的な役割を担った。
　　　　　　　・介護支援専門員実務者研修生を受け入れ、新人介護支援専門員の育成に協力した。

タイトル４　法令遵守
　　　　　　　・ケアプラン点検事業において計画作成における点検を定期的に受けてい　
　　　　　　　　る。
　　　　　　　・自己点検や行政機関への報告等で常に法令を遵守し、健全な運営を行っている。
　　　　　　　・集中減算（特定の事業所にサービス依頼が集中してはいけない）については多数事業所のサービス情報を提供し、公平性の高いかつ利用者の希望に沿ったサービスが提供されるように配慮を行っている。
　　　　　　　

　報告　　山﨑則子
